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研究成果の概要（和文）：本研究は、「多文化共生」イデオロギーが流布する前の日本の近代都市の「多文化状
況」を個別の地域社会の社会史を集約的な共同調査によって明らかにすることを目的とする。地域社会、マイノ
リティのネットワーク、マイノリティ間の関係、母社会との相互関係に注目し、日本社会の多文化化の実証的モ
デルを検討した。具体的な研究対象は、多文化共生イデオロギーの発祥地とも言える神戸・阪神間地域であり、
南西諸島、コリアン移住者と地域社会の関係、移住者と出身社会との関係にについて、これまで二者間関係的に
とらえられてきた移住者の生活世界が、中間移住地を含めた重層的な「移動空間」から成立していることを明ら
かにした。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to clarify the "multicultural situation" of 
the modern city in Japan before "multicultural symbiosis" ideology circulates, and the social 
history of the individual community through intensive joint research. Whit paying attention to the 
fact that the migration is a modernistic phenomenon, we focus on a minority's network, the relation 
between minorities, and correlation with mother society and examine the process of multi-“
culturization” in Japanese society. We conducted the demonstrative research on Kobe city and the 
area between Hanshin where is the birthplace of multicultural symbiosis ideology. We focus on the 
relation between Amami’s, the Okinawa’ s migrant and a Korean local society and community, and the
 relation between a migrant and mother society and clear the importance of transit domain or sphere 
for migration and transit center town. 

研究分野： 文化人類学

キーワード： 移住労働　多文化　南西諸島　在日コリアン」　近代都市　ネットワーク　マイノリティ
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１．研究開始当初の背景 
研究開始当時、日本社会の多文化化が注目を

集め、人類学、社会学等、様々な分野で「多

文化共生」に関連する研究が行われていた。

本研究課題では、研究開始当初は「多文化共

生研究」の問題点の再検討を行うことから着

手した。 

「多文化共生」は研究上の議論の対象と言う

だけでなく、各自治体の政策の重要課題とな

りつつあり、政策研究の対象としても注目を

集めていた。加えて NGO や NPO などの市民団

体が多文化共生のスローガンの元で活発に

活動をおこなうなど、社会運動、市民運動に

関する実践的な研究も現れていた。 

 一方で「多文化共生」の定義自体は曖昧な

ままであり、その内実が不明瞭なまま置かれ

ていた。これが実践される社会的文化的コン

テクストは地域社会に依存（岡田 2007）して

いた。あるべき日本社会のありようとして語

られる「多文化共生」はある種のクリーシェ

（常套句）あるいはイデオロギーとして作用

し、実証的な研究を踏まえた上での理論的研

究が不足していた。 

個別の外国人マイノリティについての調

査研究が進む一方で、特に彼らが生活を展開

する地域社会との関係については、十分に実

証的な研究がなされているとは言いがたい

状況があった。この理由は多くの研究調査は

日本の多文化現象が顕在化する 1990 年代以

後の短いスパンを対象としていたためであ

ったが、日本の地域社会の有り様は、近代の

歴史的過程の延長上にあり、歴史的な背景を

ともなった社会関係や社会関係が厚く集積

している。 

この状況を踏まえた比較的長期の歴史的

パースペクティブからの日本社会、地域社会

の多文化に関する研究の必要性があり、従来

の研究において、このような地域社会の個別

の歴史的、社会的・文脈が十分考慮していな

い問題点があった。 

近代以降の地域社会形成過程と日本社会

の多文化の過程の関係については、社会学に

おける谷や西村、奥田らの研究、歴史学にお

いて大阪の近現代史を取り扱った杉原ら

(1986)の研究など少数に留まっている。 

また現在の「多文化共生」以後の状況と、

それ以前の地域社会の歴史的過程を連続さ

せて検討した研究の蓄積はない。ある種地域

社会の歴史が「多文化共生」以前と以後に切

断され、以前の歴史的背景が空白のまま、現

在の多文化化、「多文化共生」に注目が集ま

っていると言える。 

加えて、それまでの研究には、マイノリテ

ィである外国人に注目が集まる一方で、地域

住民さらには日本人というマジョリティは、

しばしば本質化され、標準化され、記述され

る問題があった。研究代表者は、科学研究費

補助金の助成による地方在住の在日コリア

ンのネットワークの調査研究などの在日コ

リアンに関する調査研究をおこなってきた。 

加えて 2005 年以降、兵庫県の在日外国人

に関する委託調査、外国人諸団体との地域貢

献活動などを通して地域社会の多文化化の

問題に関心を持つようになり、神戸大学異文

化研究交流センター研究助成などによる、

「多文化共生」に関する調査、神戸定住外国

人センターとの共同調査、などを実施してき

た（岡田 2007）。 

神戸および阪神間地域は在日外国人が多

く居住し、1995 年の阪神淡路大震災後の復興

過程では「多文化共生」というスローガンが

社会全体に流布する契機をもたらした。その

後も多文化共生政策の先進地域の一つであ

り、NGO,NPO などが活発に活動している。 

この神戸を初めとした「多文化共生」に着

目したケーススタディは対象とする地域社

会に視野が限定されがちであり、マイノリテ

ィの生活世界を多面的に理解し、地域社会と

の関係を明らかにするためには、出身社会と

の間に築いたネットワーク、そしてその影響



なども視野に収めねばならない。 

しかしマイノリティの出身社会とのネッ

トワークや出身地域への影響については、李

仁子、長坂、石井などすでに多くの調査研究

がおこなわれているものの、そうしたネット

ワークと移住先の地域社会との関連、マイノ

リティのネットワーク間の関係は十分に検

討されているとは言えない状況であった。 

多文化共生に関しては、竹沢（2009）が企

画した文化人類学における特集、あるいは内

藤(2012)の「排除と包摂」の特集など、その

現状と課題を指摘する研究も見いだされる 

ただし、これを実践のレベルの議論だけで

なく、実証的な調査から理論的な検討に至る

までの集約的な調査研究は未だおこなわれ

ていないのが現状である。本研究課題は、こ

のような在日コリアンや神戸を中心とする

地域社会に関する調査研究を踏まえ、本研究

課題の調査研究に着手した。 

 

２．研究の目的 
本研究の目的は、「多文化共生」イデオロ

ギーが流布する前の日本の近代都市の「多文

化状況」と、その受け皿となった個別の地域

社会の社会史を集約的な共同調査によって

明らかにすることである。近代的現象である

移住に見いだされる地域社会、マイノリティ

のネットワーク、マイノリティ間の関係、母

社会との相互関係に注目し、日本社会の多文

化化の実証的モデルを検討する。 

具体的な研究対象は、多文化共生イデオロ

ギーの発祥地とも言える神戸・阪神間地域で

ある。奄美・沖縄系移住者・コリアン系移住

者、と地域社会の関係、移住者と出身社会と

の関係に焦点を当てる。この研究を通じて、

日本社会の多文化化に関する実証的研究を

深化させ、日本的多文化主義「多文化共生」

について批判的な再検討をおこない、多文化

主義の人類学的研究に理論的な貢献を目指

した。 

 

３．研究の方法 
本研究の調査研究プロセスは４段階に分け

て行われた。 

すなわち、研究期間内においては、神戸市

長田区を中心に、阪神間の地域社会について、 

①戦前の多文化混在状況の社会史を文献

資料および聞き取り調査によって示す。 

 

②－１、奄美・沖縄出身者の生活史および現

在まで継続する同郷集団とネットワーク、出

身地への影響を明らかにした。特に徳之島、

沖永良部出身者の同郷ネットワークに注目

すべきデータを得ることができた。 

②－２、韓国慶尚南道および済州島出身者の

生活史および出身地との関係、影響を明らか

にした。 

 

③－１、①②から得られたデータにより、エ

スニックグループ間関係の社会史を明らか

にする、 

③－２、80 年代以降に移動してきたインドシ

ナ難民、特にベトナム系について、文献研究

および研究協力者のサポートを受けつつ、そ

の定住化の過程と地域社会、他のエスニック

グループとの関係を明らかにした。 

 

④阪神淡路大震災以降の「多文化共生」の過

程で、地域社会がどのように再編成され、諸

関係・集団がどのように変容したか検討し、

さらに理論的検討を行った。 

 

４．研究成果 

本研究の研究成果としては、日本の地域社

会の多文化化のプロセスを、神戸、阪神間地

域社会という特定の地域社会についての集

約的・多面的な調査によって、さらには文献

資料を併用することで、比較的長い時間的ス

パンで把握し、日本社会の近代化、都市化の

プロセスの中で位置づけたことである。 

このような多文化化の過程で地域社会の



中で位置づけられたマイノリティの相互関

係、そしてマイノリティの出身社会への影響

を、相互作用を伴う動態的な歴史のプロセス

として捉え、移民移住者が出身地だけでなく、

出身社会と移住先の都市の間に複数の中間

居住地を形成していることが明らかになっ

た。 

この事は、これまで 2点間の移動としてと

らえられがちであり、移動は点（出身地域社

会）と点（移住先地域社会）を結ぶ線（移動

経路）で把握してきた従来の研究とは異なり、

ある種の「移動領域」の存在と、その領域の

あり方が移住者の移住先における状況や出

身地域社会に移住者が与える影響、出身地域

社会の変化において重要であることが明ら

かになった。 

よって、本研究は研究調査の進展に従って、

出身地域社会、移住先地域社会の変化のプロ

セスだけでなく、この「移動領域」の歴史的

プロセスの実証的調査にも焦点を当てた。そ

の結果、共時的な状況のみに着目し、そこで

の静態的な二者間関係に着目しがちな従来

の「多文化共生」の観点から行われる研究を

批判し得た。 

すなわち、「多文化共生」研究は、現在的

な状況に焦点を当てる傾向があり、その基盤

となる地域社会の個別性を看過する傾向が

あった。本研究は地域社会の個別性に目を向

けた上で、日本社会の多文化化の過程の一般

モデルを構築し得るようなアプローチを見

いだした。 

一般モデルに至るには、現在の調査研究を深

化させるとともに、神戸阪神間以外の地域社

会の事例との比較研究が必要となるため、現

段階では「移動領域」のモデルは仮説にとど

まるという課題は残されている。ただし、本

研究で得た成果はマイノリティ研究に留ま

らず、日本社会の近代化、グローバル化の過

程に対する新たな知見を加える可能性があ

り、「多文化共生」の批判的再検討および多

文化主義への理論的貢献という意義がある。 
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